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ヤ
マ
ト
運
輸
の
情
報
経
営

　
　
　
－
戦
略
的
情
報
シ
ス
テ
ム
の
事
例
研
究
1

は
じ
め
に

　
運
輸
業
界
が
全
般
に
低
迷
す
る
中
で
、
宅
配
便
が
好
調
で
あ
る
。

ヤ
マ
ト
運
輸
が
小
荷
物
の
宅
配
便
で
あ
る
「
宅
急
便
」
を
創
始
し

た
の
は
、
一
九
七
六
年
一
月
で
あ
っ
た
。
以
来
宅
配
便
は
急
成
長

を
遂
げ
、
広
く
普
及
し
た
。
「
宅
配
便
」
は
一
般
名
詞
で
あ
り
、

「
宅
急
便
」
は
、
ヤ
マ
ト
運
輸
独
自
の
登
録
商
標
で
あ
る
。
「
宅
配

便
は
、
戦
後
日
本
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
お
け
る
最
大
の
ヒ
ッ

ト
商
品
で
あ
る
」
と
『
日
本
経
済
新
聞
』
の
社
説
（
一
九
八
五
年

七
月
六
日
）
に
お
い
て
評
価
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
宅
配
便
が
登

場
す
る
以
前
に
も
小
荷
物
を
送
る
シ
ス
テ
ム
は
あ
っ
た
。
国
鉄
と

郵
便
局
が
そ
の
代
表
で
あ
っ
た
が
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
悪
く
、
い

つ
届
く
の
か
到
着
日
も
不
明
確
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
ヤ
マ
ト

、』ノ

松
　
　
美

枝

運
輸
は
、
「
電
話
一
本
で
集
荷
、
翌
日
配
達
、
わ
・
か
り
や
す
い
料

金
体
系
」
を
キ
ャ
ツ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
宅
配
便
の
新
た
な
市
場
を
開
拓
し
て
い
っ
た
。
急
成
長
を

遂
げ
た
宅
配
便
市
場
に
は
、
日
本
通
運
の
「
ペ
リ
カ
ン
便
」
を
は

じ
め
後
続
企
業
が
続
々
と
参
入
し
、
競
争
が
激
化
し
た
。
ヤ
マ
ト

運
輸
に
続
い
て
宅
配
便
市
場
に
参
人
し
た
企
業
群
は
、
新
規
事
業

を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
、
ヤ
マ
ト
運
輸
の
「
宅
急
便
」
を
模
範

と
し
、
そ
の
輸
送
サ
ー
ピ
ス
水
準
に
近
付
け
よ
う
と
し
て
き
た
。

こ
う
し
て
ヤ
マ
ト
運
輸
の
「
宅
急
便
」
は
、
宅
配
便
と
い
う
輸
送

サ
ー
ピ
ス
の
原
型
と
な
り
、
広
く
宅
配
便
市
場
全
体
の
輸
送
サ
ー

ビ
ス
水
準
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ヤ
マ
ト
運
輸
は
、
宅
配

便
の
シ
ェ
ア
で
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
四
割
強
を
維
持
し
て
業
界
ト

ッ
プ
に
あ
る
。
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（115）　ヤマト運輸の情報経営

　
ヤ
マ
ト
運
輸
は
、
戦
略
的
情
報
シ
ス
テ
ム
（
S
I
S
）
で
成
功

し
た
会
社
と
し
て
も
名
高
い
。
宅
配
便
の
高
度
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
駆
使
し
た
情

報
ネ
ソ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
。
宅
配
便
は
、

情
報
化
時
代
を
象
徴
す
る
輸
送
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
第
－
節
で
宅
配
便
の
成
長
と
情
報
化
の
必
要
性
に

つ
い
て
考
察
し
、
第
皿
節
で
ヤ
マ
ト
運
輸
の
情
報
シ
ス
テ
ム
と
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
研
究
し
、
第
皿
節
で
ヤ
マ
ト
運
輸
の

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

問
題
点
を
検
討
す
る
。

　
　
　
1
　
宅
配
便
の
成
長
と
情
報
化
の
必
要
性

　
「
宅
急
便
」
は
、
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
後
の
経
営
の
危
機
を
打
開
す

る
た
め
の
新
事
業
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
石
油
シ
ヨ
ヅ
ク
後
、
企

業
か
ら
出
る
荷
物
が
極
端
に
減
少
し
、
ヤ
マ
ト
運
輸
の
経
営
も
危

機
を
迎
え
た
。
従
来
ヤ
マ
ト
運
輸
は
、
企
業
か
ら
出
る
大
口
の
荷

物
を
対
象
に
し
て
い
た
が
、
「
宅
急
便
」
で
は
小
口
の
荷
物
に
焦

点
が
向
け
ら
れ
た
。
一
九
七
四
年
夏
、
宅
急
便
の
発
案
者
で
当
時

社
長
で
あ
っ
た
小
倉
昌
男
氏
は
、
宅
急
便
の
プ
ラ
ン
を
役
員
会
に

か
け
た
。
当
時
一
〇
人
前
後
い
た
役
員
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
反
対
し

た
そ
う
で
あ
る
。
長
年
ヤ
マ
ト
運
輸
で
は
大
口
の
荷
物
を
追
い
掛

け
て
き
た
し
、
大
口
の
方
が
コ
ス
ト
が
安
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ

る
。
役
員
会
は
紛
糾
し
た
が
、
最
後
は
小
倉
氏
の
理
論
と
熱
意
が

勝
り
、
「
座
し
て
死
を
待
つ
よ
り
は
乾
坤
一
螂
の
大
勝
負
を
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

て
み
よ
う
」
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
で
き
た
。

　
一
九
七
五
年
の
中
元
繁
忙
期
直
後
、
宅
急
便
開
発
要
項
が
、
小

倉
社
長
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
要
項
に
宣
言
さ
れ
た
「
基
本
的

な
考
え
方
」
は
、
宅
急
便
の
原
点
で
あ
り
、
営
業
が
開
始
さ
れ
た

後
も
一
貫
し
て
シ
ス
テ
ム
展
開
の
指
導
理
念
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
「
基
本
的
な
考
え
方
」
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ω
需
要
者

の
立
場
に
立
っ
て
も
の
を
考
え
る
。
②
永
続
的
、
発
展
的
シ
ス
テ

ム
と
し
て
捉
え
る
。
㈹
他
よ
り
優
れ
、
か
つ
均
一
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
保
つ
。
ω
不
特
定
多
数
の
荷
主
ま
た
は
貨
物
を
対
象
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

㈲
徹
底
し
た
合
理
化
を
図
る
。

　
一
九
七
五
年
九
月
、
小
倉
社
長
は
、
宅
急
便
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
た
。

　
「
小
量
物
品
に
つ
い
て
特
別
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
よ
う
、
と
い
う

の
が
宅
急
便
の
考
え
方
で
あ
る
。
特
別
の
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

一
般
家
庭
か
ら
出
る
荷
物
を
扱
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
他
社
の
ど
こ

も
や
っ
て
い
な
い
。
依
頼
が
あ
っ
て
も
断
づ
て
い
る
。
一
個
の
注

文
で
も
家
庭
ま
で
集
荷
に
行
く
の
は
、
他
社
に
な
い
サ
ー
ビ
ス
で
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あ
る
。
Y
P
S
（
ヤ
マ
ト
・
パ
ー
セ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
）
で
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

こ
に
重
点
を
置
き
た
い
。
第
二
は
、
翌
日
完
全
に
配
達
す
る
こ
と
。

宅
急
便
の
特
色
は
『
ス
ピ
ー
ド
性
』
で
あ
る
。
第
三
は
“
取
り
扱

い
を
簡
素
化
し
、
だ
れ
に
対
し
て
も
同
一
料
金
で
、
わ
か
り
や
す

い
も
の
に
す
る
（
商
晶
化
す
る
）
こ
と
で
あ
る
。
当
社
は
、
首
都

圏
で
年
間
二
〇
〇
〇
個
余
り
の
デ
パ
ー
ト
配
送
を
行
な
っ
て
お
り
、

図1．小荷勾取り肌、個敷の推診
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こ
れ
が
よ
そ
に
な
い
ノ
ウ
ハ
ウ
で
あ
る
。
消
費
者
一
般
に
よ
い
サ

ー
ピ
ス
を
し
て
喜
ん
で
も
ら
え
ば
、
会
社
は
必
ず
国
民
的
な
支
持

　
　
　
　
　
　
＾
5
）

が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
」

　
一
九
七
六
年
一
月
二
〇
日
、
関
東
支
社
に
宅
急
便
の
組
織
な
ら

び
に
人
事
が
発
令
さ
れ
、
営
業
が
開
始
さ
れ
た
。
同
年
一
月
二
一
二

日
に
取
り
扱
い
個
数
の
集
計
は
開
始
さ
れ
、
こ
の
日
全
体
で
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

個
の
出
荷
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
■
一
九
七
六
年
を
終
わ
っ
た
時
点

で
、
取
り
扱
い
総
数
は
、
一
七
〇
万
七
〇
〇
〇
個
に
な
っ
た
。
当

時
、
郵
便
小
包
は
、
年
問
一
億
七
八
八
○
万
個
、
国
鉄
の
小
荷
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

は
、
年
間
七
一
九
九
万
個
で
あ
っ
た
。
図
1
に
は
、
宅
急
便
を
含

む
小
荷
物
取
り
扱
い
個
数
の
推
移
が
示
さ
れ
て
い
る
。
宅
急
便
を

含
む
宅
配
便
は
順
調
に
大
き
く
増
加
し
、
一
九
九
〇
年
度
に
は
、

郵
便
小
包
三
億
五
一
四
三
万
個
、
宅
急
便
四
億
四
八
一
〇
万
三
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

○
○
個
、
宅
配
便
全
体
で
は
一
一
億
五
〇
万
個
、
一
九
九
二
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
g
）

に
は
、
宅
急
便
五
億
一
五
四
六
万
個
に
達
し
た
。
一
九
七
六
年
度

か
ら
較
べ
れ
ば
、
郵
便
小
包
と
宅
配
便
は
約
二
一
億
個
の
潜
在
需

要
を
開
拓
し
た
こ
と
に
な
る
。
国
鉄
小
荷
物
は
落
ち
込
み
が
続
き
、

J
R
に
な
っ
た
一
九
八
六
年
を
も
っ
て
取
扱
い
が
打
ち
切
ら
れ
て

い
る
。
郵
便
小
包
は
、
宅
配
便
に
侵
食
さ
れ
て
一
時
減
少
し
た
が
、

近
年
増
加
し
て
き
て
い
る
。
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（117）　ヤマト運輸の情報経営

　
こ
の
よ
う
に
宅
配
便
の
取
り
扱
い
個
数
が
大
き
く
増
加
す
る
と
、

荷
物
の
管
理
や
配
達
、
そ
れ
に
伴
う
事
務
処
理
は
膨
大
に
増
加
し
、

そ
れ
ら
を
全
面
的
に
合
理
化
す
る
必
要
性
が
生
ず
る
。
情
報
化
は

そ
の
た
め
に
不
可
欠
の
手
段
で
あ
る
。
宅
配
便
で
は
、
広
域
に
お

よ
ぶ
膨
大
な
事
務
処
理
が
生
じ
る
。
宅
配
便
は
小
荷
物
を
対
象
と

し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
が
一
個
単
位
で
あ
る
。
そ
の
た
め
小
荷
物

一
つ
づ
つ
に
配
達
伝
票
を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
事
務
処
理
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
全
国
の
い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
発
送
さ
れ
る
小

荷
物
の
行
き
先
は
、
一
つ
一
つ
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
し
か
も
、

そ
の
事
務
処
理
は
一
度
だ
け
で
な
く
、
荷
物
の
受
け
付
け
時
、
発

の
営
業
所
、
発
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
着
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
着
の
営
業

所
、
荷
物
の
配
達
時
で
も
そ
れ
ぞ
れ
発
生
し
、
空
間
的
に
離
れ
た

六
ヵ
所
の
事
務
処
理
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
た
め
営
業
所
や
タ
ー

、
、
、
ナ
ル
の
間
に
、
配
達
伝
票
の
交
換
、
交
互
計
算
、
業
務
連
絡
等

が
必
要
に
な
る
。
そ
こ
で
通
信
が
必
要
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
宅
配
便
に
よ
る
広
域
に
お
よ
ぶ
膨
大
な
事
務
処
理

と
通
信
を
迅
速
か
つ
効
果
的
に
行
な
う
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
が
、

全
国
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
と
通
信
の
発
達
が
あ
る
。
宅
配
便
企
業
は
、
積
極
的

に
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
全
国
的
な
規
模
で
き
め
細
か
な
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
典
型
的
な
全
国
的
規
模
の
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
は
、

全
国
に
散
在
す
る
営
業
所
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
す
べ
て
に
端
末
機
が

設
置
さ
れ
、
こ
れ
が
中
央
の
大
型
の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
接

続
さ
れ
て
い
る
。
ヤ
マ
ト
運
輸
の
場
合
、
中
央
の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ユ
ー
タ
（
三
台
）
と
ク
ラ
ス
タ
（
五
〇
台
）
が
、
高
速
デ
ジ
タ
ル

回
線
や
ア
ナ
ロ
グ
回
線
に
よ
っ
て
、
全
国
の
主
要
地
点
で
結
ば
れ

て
い
る
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
さ
ら
に
、
各
営
業
所
に
配
備
さ

れ
て
い
る
約
二
六
〇
〇
台
の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ヨ
ン
（
W
S
）
と

セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
（
S
D
）
の
持
つ
約
二
万
五
千
台
の
ポ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

タ
ブ
ル
P
O
S
（
P
P
）
と
接
続
さ
れ
て
い
る
。

　
宅
配
便
業
者
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
企
業
内
だ
け
で
は
完

結
し
な
い
。
全
国
的
に
き
め
細
か
な
輸
送
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
た
め
に
は
、
他
企
業
と
の
提
携
が
必
要
に
な
る
。
現
実
に
、

宅
配
便
の
輸
送
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
は
、
多
く
の
場
合
一
企
業
に
よ
づ

て
網
羅
さ
れ
る
の
で
な
く
、
多
か
れ
少
な
か
れ
地
方
の
地
元
の
運

輸
業
者
と
業
務
提
携
が
な
さ
れ
て
い
る
。
宅
配
便
の
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ス
テ
ム
は
、
こ
れ
ら
の
業
務
提
携
先
の
運
輸
業
者
も
、
連
絡
輸

送
、
運
賃
計
算
、
荷
物
追
跡
管
理
を
行
な
う
た
め
に
、
企
業
内
の

情
報
シ
ス
テ
ム
に
組
み
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
他
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企
業
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、
V
A
N
（
き
一
篶
由
ま
＆

亮
碁
昌
珂
付
加
価
値
通
信
網
）
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。

実
は
、
運
輸
業
者
自
身
が
、
こ
の
V
A
N
事
業
に
進
出
し
て
い
る
。

物
流
V
A
N
と
呼
ぱ
れ
る
運
輸
業
者
の
V
A
N
事
業
は
、
提
携
し

て
い
る
他
企
業
と
荷
物
輸
送
に
必
要
な
情
報
の
伝
達
お
よ
ぴ
処
理

を
行
な
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
に
は
荷
主
の
受
発
注
情
報
や
在

庫
情
報
の
伝
達
な
ど
も
行
な
っ
て
い
る
。

．
ヤ
マ
ト
運
輸
で
は
、
全
国
の
：
ハ
五
〇
ヵ
所
に
営
業
所
を
設
け

て
い
る
。
ち
な
み
に
全
国
の
警
察
署
の
数
が
二
孟
四
ヵ
所
で
あ

る
。
警
察
署
の
設
置
の
基
準
は
、
一
一
〇
番
通
報
が
あ
っ
て
か
ら
、

駆
け
付
け
る
ま
で
の
レ
ス
ポ
ン
ス
タ
イ
ム
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

ら
、
ヤ
マ
ト
運
輸
は
警
察
署
の
数
を
一
応
の
目
安
と
し
た
。
ヤ
マ

ト
運
輸
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
現
在
日
本
の
人
□
の
九
九
．
九
％
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
咀
）

面
積
の
九
九
・
九
％
と
、
ほ
ぽ
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
取
扱

店
の
数
も
、
一
九
九
二
年
に
は
、
二
七
万
六
〇
二
三
店
に
及
ん
で

　
（
1
4
）い
る
。
ヤ
マ
ト
運
輸
と
日
本
通
運
の
宅
配
便
の
上
位
二
社
で
、
取

扱
店
は
五
〇
万
店
を
超
え
る
。
全
国
に
あ
る
郵
便
局
も
、
全
国
で

二
万
四
〇
〇
〇
局
程
度
で
あ
る
。
宅
配
便
業
者
は
、
酒
屋
、
米
屋
、

燃
料
店
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
牛
乳
店
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
を
次
々
と
取
扱
店
に
し
て
い
る
。

　
従
来
の
路
線
ト
ラ
ツ
ク
輸
送
で
は
、
何
回
か
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
経

由
し
た
積
み
替
え
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
宅
急
便
で
は
、
直
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

便
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
直
行
便
な
ら
、
経
由
す
る
タ

ー
ミ
ナ
ル
は
発
と
着
の
二
回
に
減
少
し
、
輸
送
時
問
が
短
縮
す
る
。

荷
物
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
回
数
も
減
る
。
さ
ら
に
、
夕
1
、
・
、
ナ
ル
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

お
い
て
は
、
「
自
動
仕
分
け
機
」
が
用
い
ら
れ
、
荷
物
の
仕
分
け

を
迅
速
か
つ
正
確
に
行
な
っ
て
い
る
。

　
宅
急
便
の
代
表
的
な
情
報
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
ω
集
荷
指
令
シ

ス
テ
ム
と
②
荷
物
追
跡
シ
ス
テ
ム
、
㈹
運
行
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

が
あ
る
。

ω
　
集
荷
指
令
シ
ス
テ
ム

　
集
荷
指
令
の
自
動
化
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
指
令
基
地
（
営
業

　
　
　
　
　
　
（
H
）

所
）
に
M
C
A
無
線
と
連
動
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
設
置
し
、
M

C
A
無
線
と
プ
リ
ン
タ
ー
付
き
の
端
末
機
を
搭
載
し
た
集
配
車
両

と
の
あ
い
だ
で
デ
ー
タ
伝
送
を
行
な
う
。
指
令
基
地
局
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ
た
「
顧
客
情
報
」
（
電
話
番
号

を
キ
ー
に
し
た
惰
報
）
を
も
と
に
、
顧
客
か
ら
の
集
荷
依
頼
の
つ

ど
電
話
番
号
を
入
力
す
る
だ
け
で
登
録
情
報
（
顧
客
名
、
住
所
、

担
当
S
D
名
）
が
画
面
に
即
座
に
出
力
さ
れ
る
。
あ
と
は
集
荷
内

容
（
時
間
、
個
数
な
ど
）
を
入
力
す
る
だ
け
で
、
自
動
的
に
担
当
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－
1

N
1

図
ド
甜
曲
忠
【
聾
詩
藪
§
酪
誉
～
黎
§
謎
き

一
　
｝
、
N
ー
ト

　
　
　
　
　
一
一
習
婁
・
㍗
戸
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
慶
囲

θ
嚢
護
嚢
蕃
　
　
二
篠
鴻
蟻
、

　
　
0
1
“
■
｝
＾
享
、

　
　
募
］
詣
ど

一
嚢
一
オ
7
嚢
嚢

撫
違
u
、
㌍
1
豊
・
岬
臨
“
貫
＾
伽
聾
－
“
帥

覇
勇
層
㌻
堅
爵
宍
巽
ζ
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（
㎎
）

車
両
の
プ
リ
ン
タ
ー
に
打
ち
出
す
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

②
　
荷
物
追
跡
シ
ス
テ
ム

　
宅
配
便
の
荷
物
は
、
全
国
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
、
す
べ
て
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。
輸
送

の
各
ポ
イ
ン
ト
で
、
輸
送
す
る
全
て
の
荷
物
の
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
入
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
央
の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
は
、
一
つ
一
つ
の
荷
物
が
輸
送
の
い
・
か
な
る
ポ
イ
ン
ト
を
経
過

し
た
－
か
を
、
全
て
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
荷
主
か
ら

問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
ヤ
マ
ト
運
輸
の
場
合
、
荷
物
の
所
在
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎎
）

四
〇
秒
で
確
認
で
き
る
と
い
う
。
図
2
に
は
、
宅
急
便
に
お
け
る

荷
物
の
流
れ
と
情
報
の
流
れ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

㈹
　
運
行
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

　
主
要
幹
線
道
路
沿
い
に
業
務
用
無
線
局
を
設
け
、
運
行
車
の
情

報
を
キ
ャ
ヅ
チ
し
、
運
行
車
の
移
動
体
管
理
を
行
な
う
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
一
九
八
七
年
五
月
に
は
、
東
名
・
名
神
の
経
過
地
に
一

一
ヵ
所
の
無
線
基
地
局
を
設
け
、
ま
た
有
線
で
あ
る
運
行
情
報
端

末
機
は
、
基
地
局
、
全
国
五
三
べ
ー
ス
お
よ
び
本
社
運
行
情
報
セ

ン
タ
ー
に
配
置
し
て
、
ヤ
マ
ト
シ
ス
テ
ム
開
発
の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
と
結
び
オ
ン
ラ
イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
た
。
一
九

八
七
年
一
一
月
に
は
、
無
線
利
用
の
規
模
を
全
国
に
拡
大
し
、
七

路
線
に
一
七
ヵ
所
の
無
線
基
地
局
を
増
設
、

　
　
（
2
0
）

と
な
っ
た
。

1
1

九
路
線
二
八
基
地
局

ヤ
マ
ト
運
輸
の
情
報
シ
ス
テ
．
ム
と
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

　
続
い
て
、
ヤ
マ
ト
運
輸
の
情
報
シ
ス
テ
ム
と
情
報
ネ
ヅ
ト
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
よ
う
。
ヤ
マ
ト
運
輸
の
本
社
内
に
電

算
準
備
室
が
誕
生
し
た
の
は
、
一
九
六
八
年
六
月
で
翌
年
に
初
め

て
の
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
が
導
人
さ
れ
た
。
当
初
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導

入
の
目
的
は
、
他
の
運
輸
会
社
同
様
、
集
計
事
務
、
出
納
事
務
、

給
与
計
算
な
ど
の
事
務
の
合
理
化
で
あ
っ
た
。
一
九
七
三
年
一
月

に
、
ヤ
マ
ト
運
輸
内
に
あ
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
部
門
を
発
展
的
に

分
離
・
独
立
さ
せ
、
（
株
）
ヤ
マ
ト
シ
ス
テ
ム
開
発
（
以
下
、
Y

S
D
と
略
）
が
設
立
さ
れ
た
。
小
倉
社
長
は
、
Y
S
D
設
立
の
目

的
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
情
報
化
時
代
の
傾
向
は
ま
す
ま
す

深
ま
り
、
コ
ン
ぜ
ユ
ー
タ
の
よ
り
高
度
な
利
用
が
要
求
さ
れ
て
く

る
。
ヤ
マ
ト
で
も
、
管
理
部
門
の
利
用
か
ら
営
業
部
門
の
利
用
へ

と
進
み
、
N
E
K
O
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
顧
客
へ
の
サ
ー

ビ
ス
改
善
の
拡
大
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
当
社
で
開
発
し
た
ノ
ウ

ハ
ウ
は
、
同
業
で
も
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
ヤ
マ
ト
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を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
同
時
に
新
し
い
営
業
を
行
な
い
、
将
来
の
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
刎
）

報
産
業
に
育
成
し
て
い
き
た
い
。
」
こ
う
し
て
Y
S
D
は
、
N
E

K
O
シ
ス
テ
ム
を
中
心
に
ヤ
マ
ト
運
輸
の
情
報
機
能
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
だ
け
で
な
く
、
同
業
を
は
じ
め
と
す
る
市
場
拡
大
に
努
カ
が

払
わ
れ
、
ヤ
マ
ト
運
輸
以
外
の
仕
事
も
受
注
し
、
急
成
長
を
遂
げ

て
い
る
。
同
社
の
ヤ
マ
ト
対
外
注
の
比
率
は
約
三
対
七
。
一
九
九

二
年
度
の
売
上
高
は
、
一
八
九
億
四
〇
四
七
万
円
で
、
情
報
処
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
）

業
界
で
は
、
五
四
位
で
あ
る
。

　
一
九
七
四
年
二
月
に
第
一
次
N
E
K
O
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
が

開
発
さ
れ
た
。
こ
の
時
代
に
は
、
高
度
成
長
に
よ
る
大
量
貨
物
輸

送
が
本
格
化
し
、
路
線
貨
物
を
中
心
と
し
た
大
口
の
商
業
貨
物
と

な
り
、
そ
の
顧
客
別
の
運
賃
契
約
内
容
も
複
雑
化
す
る
一
方
、
電

算
化
に
よ
る
事
務
の
省
力
化
お
よ
ぴ
人
件
費
の
抑
制
が
急
務
と
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
情
報
の
な
か
で
、
N
E
K
O
ト
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム
は
、
路
線
を
対
象
と
し
、
次
の
よ
う
な
目
的
で
進
め
ら

れ
た
。
「
1
、
複
雑
な
運
賃
計
算
や
経
理
処
理
の
自
動
化
に
よ
り
、

松
下
電
器
産
業
（
株
）
、
（
株
）
資
生
堂
な
ど
顧
客
コ
i
ド
中
こ
と
の

請
求
書
作
成
、
未
収
管
理
あ
る
い
は
各
種
営
業
統
計
の
作
成
を
行

な
い
、
事
務
量
の
省
力
化
と
正
確
性
を
追
求
す
る
。
2
、
問
い
合

わ
せ
に
対
し
て
、
荷
物
の
所
在
を
的
確
に
把
握
し
、
顧
客
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
。
3
、
地
方
店
所
か
ら
の
諸
デ
ー
タ
を
オ
ン
ラ

　
　
　
　
　
　
（
鴉
）

イ
ン
で
電
送
す
る
。
」

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
代
表
例
は
、
ω
運
賃
自
動
計
算
シ
ス
テ
ム
、

ω
貨
物
追
跡
シ
ス
テ
ム
お
よ
ぴ
問
い
合
わ
せ
シ
ス
テ
ム
、
刮
メ
ッ

セ
ー
ジ
交
換
シ
ス
テ
ム
（
カ
タ
カ
ナ
に
よ
る
全
店
あ
て
メ
ヅ
セ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
）

ジ
を
可
能
に
し
た
）
で
あ
る
。

　
宅
急
便
は
、
一
九
七
六
年
一
月
に
始
ま
る
。
一
九
八
O
年
に
、

宅
急
便
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
第
二
次
N
E
K
O
シ
ス

テ
ム
（
新
N
E
K
O
シ
ス
テ
ム
）
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
、
路
線
の
仕
組
み
が
根
本
的
に
変
え
ら
れ
、

従
来
の
路
線
を
中
心
と
す
る
シ
ス
テ
ム
か
ら
宅
急
便
を
中
心
と
す

る
シ
ス
テ
ム
に
作
り
変
え
ら
れ
た
。
同
シ
ス
テ
ム
の
基
本
設
計
の

要
約
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
ω
基
本
デ
ー
タ
は
、
伝
票
番

号
と
す
る
。
ω
伝
票
番
号
は
、
荷
物
と
情
報
の
一
体
化
か
ら
貼
伝

方
式
と
す
る
。
㈹
輸
送
作
業
と
情
報
処
理
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
完
全

に
一
致
さ
せ
る
。
ω
伝
票
番
号
を
介
し
、
輸
送
作
業
と
経
理
事
務

を
連
結
す
る
シ
ス
テ
ム
と
す
る
。
⑤
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
は
、
分

散
シ
ス
テ
ム
と
す
る
。
し
か
も
端
末
サ
イ
ド
の
機
能
は
、
日
曜
祝

日
の
運
用
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
㈹
セ
ン
タ
ー
と
主
要
店
所
と

は
、
高
速
回
線
で
結
ん
だ
ネ
ソ
ト
ワ
ー
ク
と
す
る
。
㎝
今
後
の
多
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（
2
5
）

店
舗
化
に
対
応
で
き
る
端
末
シ
ス
テ
ム
と
す
る
。
」
こ
の
時
、
分

散
処
理
型
の
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
た
が
、
こ
れ
が
後
に
Y

S
D
の
主
要
事
業
で
あ
る
V
A
N
事
業
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　
新
型
携
帯
端
末
機
で
あ
る
P
P
と
W
S
を
使
っ
た
第
3
次
N
E

K
O
シ
ス
テ
ム
は
、
一
九
八
五
年
八
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
か
ら
、
S
D
全
員
が
P
P
を
携
帯
し
、
顧
客
の
軒
先
で

正
確
な
情
報
入
力
を
行
な
い
、
帰
社
後
そ
の
入
カ
デ
ー
タ
を
W
S

へ
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
作
業
時
間
の
短
縮
が
図
ら
れ
た
。
第

2
次
の
シ
ス
テ
ム
が
宅
急
便
開
発
当
初
の
「
単
一
宅
急
便
」
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
の
に
対
し
、
第
3
次
は
、
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー
、
U
P

S
、
コ
レ
ク
ト
な
ど
、
多
様
化
す
る
新
商
品
に
柔
軟
な
対
応
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

き
る
「
複
合
宅
急
便
」
シ
ス
テ
ム
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。

　
一
九
九
三
年
四
月
、
第
4
次
N
E
K
O
シ
ス
テ
ム
（
略
称
、
4

次
ネ
コ
）
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
4
次
ネ
コ
の
目
的
は
、
業
務
を
効

率
化
し
て
「
時
短
と
利
益
」
を
両
立
さ
せ
、
さ
ら
に
顧
客
サ
ー
ビ

ス
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
間
接
業
務
を
削
減
し
生
産
性
向

上
の
た
め
に
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
再
構
築
を
図
る
ヤ
マ
ト
運
輸
に
と

っ
て
、
4
次
ネ
コ
は
こ
の
業
務
改
革
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
と
な
る
。

た
だ
し
4
次
ネ
コ
が
直
接
作
用
す
る
の
は
、
事
務
作
業
そ
の
も
の

の
効
率
改
善
で
は
な
い
。
大
き
く
変
る
の
は
、
顧
客
と
の
接
点
で

あ
る
S
D
の
業
務
で
あ
る
。
ま
ず
S
D
の
業
務
を
自
立
化
し
、
後

方
部
隊
の
再
チ
ェ
ッ
ク
の
頼
ら
な
く
て
も
S
D
が
入
力
し
た
情
報

を
そ
の
ま
ま
後
の
業
務
に
使
え
る
よ
う
に
す
る
。
ヤ
マ
ト
運
輸
の

S
D
は
、
P
P
を
持
っ
て
集
荷
や
配
送
の
現
場
で
荷
物
青
報
を
入

力
し
て
お
り
、
こ
れ
が
荷
物
追
跡
シ
ス
テ
ム
や
顧
客
管
理
の
基
本

デ
ー
タ
と
な
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
営
業
所
の
後
方
部
隊
が
伝

票
と
入
力
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
や
、
入
金
処
理
な
ど
を
行
な
い
、
S

D
の
業
務
を
補
完
し
て
い
た
。
事
務
作
業
の
担
当
者
は
S
D
の
後

始
末
に
追
わ
れ
、
一
方
で
S
D
も
後
方
部
隊
の
フ
ォ
ロ
ー
を
期
待

し
て
入
力
の
精
度
が
甘
く
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
4
次
ネ
コ
で
は
、

最
前
線
の
情
報
収
集
を
正
確
に
し
、
後
方
の
事
務
処
理
も
S
D
が

前
倒
し
で
取
り
込
み
、
S
D
と
事
務
担
当
者
の
業
務
を
合
わ
せ
て

　
　
　
　
（
2
7
）

二
割
削
減
す
る
。

　
最
新
兵
器
は
、
I
C
力
ー
ド
で
あ
る
。
I
C
カ
ー
ド
の
調
達
コ

ス
ト
は
一
枚
千
円
ほ
ど
に
下
が
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
取
次
店
や

顧
客
に
四
〇
万
枚
を
超
す
I
C
力
ー
ド
を
配
布
す
る
。
こ
れ
に
顧

客
の
コ
ー
ド
番
号
や
、
住
所
、
電
話
番
号
な
ど
の
情
報
を
登
録
し

て
お
く
。
企
業
や
大
口
の
顧
客
に
は
、
取
引
量
や
関
係
に
応
じ
て

特
約
料
金
を
設
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
料
金
や
清
算
方
法
（
現
金
、

売
り
掛
け
な
ど
）
の
情
報
も
I
C
力
ー
ド
に
入
力
す
る
。
従
来
こ
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れ
ら
の
情
報
は
、
手
入
力
し
て
い
た
た
め
、
ミ
ス
が
生
じ
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
営
業
所
で
事
務
担
当
者
が
逐
一
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
た
が
、
今
後
は
、
I
C
力
ー
ド
を
P
P
の
力
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

に
通
す
だ
け
で
、
正
確
な
デ
ー
タ
が
自
動
的
に
P
P
に
入
力
さ
れ

（
η
）

る
。

　
ま
た
、
S
D
の
客
先
で
の
作
業
も
効
率
化
さ
れ
た
。
送
り
主
と

送
り
先
の
名
前
、
住
所
、
電
話
番
号
は
顧
客
が
伝
票
に
記
入
す
る

が
、
集
荷
の
時
S
D
が
伝
票
に
記
入
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
情
報

も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
S
D
は
、
伝
票
へ
の
記
入
と
P
P
へ
の
入
力

と
い
う
二
段
階
の
作
業
を
行
な
っ
て
い
た
。
4
次
ネ
コ
で
は
、
S

D
の
作
業
を
P
P
へ
の
入
力
だ
け
に
一
本
化
す
る
。
P
P
に
入
力

す
る
と
、
こ
れ
ま
で
手
書
き
で
伝
票
に
記
入
し
て
い
た
情
報
が
プ

リ
ン
タ
ー
か
ら
シ
ー
ル
上
に
印
刷
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
シ
ー
ル
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

荷
物
に
貼
れ
ぱ
作
業
は
終
了
す
る
。

　
4
次
ネ
コ
で
は
、
S
D
は
P
P
を
使
わ
な
い
と
、
運
賃
計
算
や

伝
票
作
成
も
で
き
な
い
の
で
、
い
や
で
も
客
先
で
入
力
す
る
こ
と

に
な
る
。
P
P
の
プ
リ
ン
タ
ー
も
高
速
化
さ
れ
た
た
め
、
現
場
入

カ
が
無
理
な
く
可
能
に
な
っ
た
。
現
場
入
力
が
徹
底
す
る
と
、
宅

急
便
で
、
・
・
ス
が
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
今
後
ヤ
マ
ト
運
輸
が
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
る
際
に
、
現
場
で
デ
ー
タ
が
取
れ
る
こ
と

が
、
メ
リ
ツ
ト
と
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。
P
P
の
高
速
プ
リ
ン
タ

ー
か
ら
は
、
領
収
書
や
計
算
書
の
出
カ
も
で
き
る
。
I
C
カ
ー
ド

に
取
引
実
績
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
あ
る
た
め
、
S
D
は
顧
客
の

要
求
に
応
じ
て
、
利
用
額
の
累
計
を
客
先
で
出
力
す
る
こ
と
も
で

　
（
蜘
）

き
る
。

　
4
次
ネ
コ
で
は
、
営
業
所
に
P
P
ス
テ
ー
シ
目
ン
を
導
入
し
た
。

外
見
は
P
P
を
置
く
台
の
様
だ
が
、
S
D
が
入
力
し
た
P
P
の
デ

ー
タ
を
自
動
的
に
吸
い
上
げ
、
W
S
に
送
る
機
能
を
持
つ
。
最
大

三
二
台
の
P
P
を
収
納
し
、
並
行
し
て
デ
ー
タ
伝
送
が
で
き
る
。

従
来
は
、
同
時
に
複
数
台
の
P
P
と
W
S
を
接
続
で
き
な
い
た
め
、

一
人
づ
つ
P
P
と
W
S
を
接
続
し
て
い
た
が
、
今
後
は
P
P
を
P

P
ス
テ
ー
シ
ヨ
ン
に
置
く
だ
け
で
、
デ
ー
タ
伝
送
が
完
了
す
る
。

従
来
は
S
D
が
P
P
か
ら
W
S
に
デ
ー
タ
伝
送
し
て
い
る
間
、
W

S
を
荷
物
追
跡
シ
ス
テ
ム
に
使
え
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
S
D
が

使
う
の
は
P
P
ス
テ
ー
シ
ヨ
ン
、
事
務
担
当
者
が
使
う
の
は
W
S

と
い
う
区
分
が
で
き
る
た
め
、
顧
客
か
ら
の
間
い
合
わ
せ
に
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
W
S
上
で
検
索
で
き
、
迅
速
に
返
答
で
き
る
よ
う

に
も
な
る
。
ま
た
P
P
ス
テ
ー
シ
ヨ
ン
は
毎
朝
P
P
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
自
動
更
新
す
る
機
能
を
持
ち
、
価
格
の
変
更
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
斉
修
正
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
P
P
の
時
計
を
正
確
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な
時
間
に
セ
ヅ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
は
、
集
荷
、
配
送

な
ど
S
D
の
正
確
な
作
業
時
刻
が
P
P
に
記
録
さ
れ
、
そ
の
デ
ー

タ
が
荷
物
追
跡
シ
ス
テ
ム
に
も
載
る
。
顧
客
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

に
対
し
、
荷
物
を
届
け
た
か
否
か
だ
け
で
な
く
、
「
何
時
に
届
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

た
」
と
い
う
時
刻
ま
で
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
4
次
ネ
コ
で
は
、
デ
ー
タ
の
取
り
込
み
や
事
務
処
理
を
最
前
線

に
移
し
た
。
同
時
に
最
小
経
営
単
位
で
あ
る
営
業
所
で
業
務
を
完

結
し
、
本
社
や
主
幹
支
店
な
ど
の
関
与
を
減
ら
す
「
経
営
の
ダ
ウ

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
」
も
試
み
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
I
C
カ
ー

ド
を
各
営
業
所
で
発
行
す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る
と
同
時
に
、
予
信

な
ど
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
体
系
化
し
、
営
業
所
で
顧
客
を
管
理
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
精
算
シ
ス
テ
ム
も
現
場
完
結
型
に
変
え
る
。

ま
た
、
全
国
画
一
的
な
シ
ス
テ
ム
で
な
く
、
顧
客
の
規
模
や
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
別
個
の
シ
ス
テ
ム
作
り
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

荷
物
追
跡
シ
ス
テ
ム
は
全
荷
物
を
一
律
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

デ
ー
タ
の
入
力
方
法
な
ど
は
顧
客
タ
イ
プ
。
こ
と
に
効
率
の
良
い
方

　
　
　
　
　
　
（
釧
）

法
を
追
求
し
て
い
る
。

　
4
次
ネ
コ
の
効
果
に
よ
り
、
「
作
業
が
楽
に
な
り
、
社
員
の
帰

宅
が
早
く
な
ウ
た
。
ま
た
、
正
社
員
を
減
ら
す
こ
と
は
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

ア
ル
バ
イ
ト
社
員
の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
」
と
い
う
。

III

ヤ
マ
ト
運
輸
の
問
題
点

　
次
に
ヤ
マ
ト
運
輸
の
問
題
点
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
宅
配
便
市

場
で
は
、
一
時
は
四
〇
社
近
い
企
業
が
参
入
し
て
、
し
の
ぎ
を
削

　
（
鎚
）
っ
た
が
、
ヤ
マ
ト
運
輸
と
日
本
通
運
（
以
下
日
通
と
略
）
の
上
位

二
社
に
よ
る
寡
占
化
が
進
み
、
平
成
三
年
度
に
は
、
こ
の
二
社
で

　
　
　
　
　
　
　
（
脳
）

七
〇
・
七
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。
ヤ
マ
ト
運
輸
と
目
通
を

比
べ
て
も
、
ヤ
マ
ト
運
輸
の
リ
ー
ド
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
、

差
が
広
が
っ
て
い
る
。
ヤ
マ
ト
運
輸
の
売
上
げ
は
、
不
況
に
あ
っ

て
も
好
調
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
度
の
宅
急
便
の
取
扱
個
数
は
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蛎
）

期
比
七
・
七
％
増
加
の
五
億
一
五
四
六
万
個
、
一
九
九
四
年
三
月

期
の
売
上
高
は
前
期
比
四
・
六
％
増
え
、
五
一
〇
〇
億
円
、
経
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

利
益
は
同
五
・
O
％
増
の
一
七
五
億
円
と
い
ず
れ
も
最
高
値
を
更

新
し
た
。

　
し
か
し
、
経
常
利
益
は
金
融
収
支
の
改
善
で
増
加
し
て
い
る
が
、

九
二
年
三
月
期
に
二
一
四
億
円
あ
う
た
営
業
利
益
は
、
九
三
年
三

月
期
に
は
一
九
・
六
％
減
少
し
、
一
七
二
億
円
と
な
ウ
た
。
こ
れ

は
、
主
に
人
件
費
の
増
加
が
原
因
で
あ
る
。
九
二
年
度
の
人
件
費

は
、
前
年
度
に
比
べ
、
二
二
％
増
加
し
、
二
五
三
三
億
円
と
売
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

高
の
五
一
・
九
％
に
達
し
た
。
九
二
年
度
の
社
員
数
は
、
前
年
度
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末
比
で
一
割
近
く
増
加
し
て
お
り
、
売
上
高
の
伸
び
（
三
三
五
億

円
）
は
、
人
件
費
の
伸
び
（
三
四
六
億
円
）
で
、
食
い
つ
ぶ
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。
ヤ
マ
ト
運
輸
の
人
件
費
は
、
年
々
上
昇
し
て
き

て
い
る
。
九
〇
年
三
月
期
に
そ
れ
ま
で
順
調
に
伸
び
て
き
た
営
業

利
益
が
下
が
っ
た
が
、
こ
の
時
か
ら
週
休
二
日
制
の
導
入
な
ど
時

短
運
動
を
始
め
て
い
る
。
一
人
当
た
り
の
労
働
時
問
を
短
縮
す
る

た
め
、
よ
り
多
く
の
人
員
を
投
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

九
一
年
、
九
二
年
に
は
営
業
利
益
が
大
き
く
伸
び
た
が
、
こ
れ
は

九
〇
年
二
一
月
の
宅
配
便
料
金
値
上
げ
の
効
果
で
あ
り
、
こ
の
問

も
人
件
費
は
増
え
続
け
た
。
宅
急
便
を
開
始
し
た
七
六
年
に
は
、

五
四
九
五
人
だ
っ
た
ヤ
マ
ト
運
輸
の
社
員
数
は
、
急
激
に
増
え
続

け
、
九
三
年
に
は
実
に
一
・
○
倍
近
い
四
八
、
一
九
九
人
に
な
っ
て

　
（
鎚
）い
る
。
社
員
一
人
当
た
り
の
売
上
高
は
、
宅
急
便
料
金
値
上
げ
直

後
の
九
〇
年
を
ピ
ー
ク
に
、
減
少
し
て
き
て
い
る
。

　
ヤ
マ
ト
運
輸
で
は
、
人
件
費
が
高
い
理
由
を
「
労
働
集
約
型
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヨ
9
）

産
業
で
あ
り
、
人
手
が
な
く
て
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
た
め
」
と

考
え
て
い
る
。
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
は
、
も
と
も
と
労
働
集
約
型
の

産
業
だ
が
、
宅
配
便
事
業
は
小
口
の
個
人
顧
客
が
対
象
の
た
め
、

他
の
ト
ラ
ヅ
ク
運
送
事
業
に
比
べ
て
集
配
な
ど
に
さ
ら
に
人
手
が

か
か
る
。
そ
の
中
で
ヤ
マ
ト
運
輸
は
、
他
の
宅
配
便
会
社
よ
り
付

加
価
値
の
高
い
サ
ー
ピ
ス
を
売
り
物
に
、
シ
ェ
ア
拡
大
を
進
め
て

き
た
。
ヤ
マ
ト
運
輸
は
、
売
上
高
の
八
二
・
九
％
を
労
働
集
約
型

の
宅
配
便
事
業
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
構
造
的
に
人
件
費
率
が

高
く
な
る
。
こ
の
企
業
体
質
は
、
当
面
改
善
す
る
見
込
み
が
な
い
。

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
維
持
、
向
上
を
考
え
る
と
、
営
業
最
前
線
の
セ

ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
（
S
D
）
の
数
は
、
減
ら
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
・
か
も
、
九
〇
年
三
月
期
に
始
め
た
時
短
運
動
が
、
生
産
性

を
さ
ら
に
落
と
し
て
い
る
。
週
休
二
臼
制
を
は
じ
め
と
す
る
労
働

条
件
の
向
上
は
、
人
手
不
足
を
回
避
し
、
人
材
を
確
保
す
る
た
め

に
も
必
要
で
あ
る
。

　
次
に
、
ヤ
マ
ト
運
輸
の
性
格
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仙
）

他
の
宅
配
便
会
社
と
事
業
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
宅
配
便
市
場
の

上
位
五
社
の
う
ち
、
フ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
エ
ク
ス
プ
レ
ス
を
除
く
四
社

を
取
り
上
げ
る
。
フ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
、
取
扱
個
数

で
宅
配
便
市
場
第
三
位
だ
が
、
フ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
便
を
扱
う
複
数
の

運
輸
会
社
の
業
務
上
の
調
整
や
シ
ス
テ
ム
、
広
報
を
担
う
に
す
ぎ

な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
平
成
三
年
度
の
宅
配
便
の
市

場
に
お
け
る
シ
ェ
ア
は
、
ヤ
マ
ト
運
輸
四
二
・
六
％
、
日
通
二

八
・
一
％
、
フ
ソ
ト
ワ
ー
ク
エ
ク
ス
プ
レ
ス
九
・
五
％
、
西
濃
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

輸
六
．
八
％
、
福
山
通
運
五
・
二
％
で
あ
る
。
営
業
実
績
に
よ
る
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一橋論叢　第112巻　第2号　平成6年（1994年）8月号　（126）

単位1百万円表1経営実績

総資産 営業収入（売上げ） 経常利益

1985年 1989年 1993年 1985年 1989年 1993年 1985年 1989年 1993年

日本通運
448，489（100） 584，597（130I3） 810，050（180．6） 832．96i（1OO） 1，O03，157（120．4） 1，395，359（167．5） 20，532（100） 30，465（148．4） 50，559（246．2）

ヤマト運輸
117，444（1OO） 215，585（183．6） 339，570（289．1） 162，825（i00） 318，028（195．3） 487，764（299．6） 5，357（100） 10．3B6（193．9） 16，662（311．O）

西濃運輸
124，450（1OO） 205，099（164．8） 236，717（190．2） 130，562（1OO） 191，219（146．5） 236，689（181．3） 7，808（lOO） 14，125（180．9） 8，208（105．1）

福山通運
115，986（100） 209，604（180．7） 237，070（204．4） l12，559（1OO） 172，869（153．6） 256，105（227．5） 8，056（100） 15，593（193．6） 18，938（235．1）

（注）　各年3期、ただし西濃運輸1985年、1989年は4期、1993年は5月～3月

　　　（以下の表同じ）

（出所）「有価証券報告曹総覧」より作成

事
業
構
成
で
は
、

ヤ
マ
ト
運
輸
は
、

宅
急
便
に
圧
倒
的

に
大
き
な
比
重
が

あ
り
、
自
動
車
運

送
事
業
に
偏
っ
て

い
る
。
全
社
の
実

に
八
二
・
九
％
が

宅
急
便
で
あ
り
、

自
動
車
運
送
事
業

で
九
三
％
を
占
め

て
い
る
。
他
方
日

通
は
、
運
輸
業
と

し
て
総
合
的
で
あ

り
、
鉄
道
・
航

空
・
海
運
等
各
事

業
分
野
に
わ
た
り

大
き
な
営
業
収
益

を
あ
げ
て
お
り
、

こ
の
た
め
自
動
車

運
送
事
業
の
比
重
は
、
四
三
・
八
％
と
低
く
な
っ
て
い
る
。
西
濃

運
輸
と
福
山
通
運
も
、
自
動
車
運
送
事
業
の
比
重
が
大
き
く
、
西

濃
運
輸
の
九
六
％
以
上
、
福
山
通
運
の
九
九
％
以
上
が
自
動
車
運

　
　
　
　
（
〃
）

送
事
業
で
あ
る
。

　
先
ず
、
総
資
産
、
営
業
収
入
、
経
常
利
益
を
比
べ
て
み
よ
う
。

表
1
に
は
、
総
資
産
、
営
業
収
入
、
経
常
利
益
が
示
さ
れ
て
い
る
。

総
資
産
は
、
設
備
投
資
や
規
模
の
経
済
性
の
追
求
の
た
め
に
、
事

業
の
拡
大
に
伴
っ
て
増
大
す
る
。
総
資
産
は
、
日
通
が
八
一
〇
〇

億
円
と
大
き
い
が
、
ヤ
マ
ト
運
輸
は
、
急
速
に
総
資
産
を
拡
大
し

て
き
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
ヤ
マ
ト
運
輸
の
急
激
な
成
長
が
う
か

が
わ
れ
る
。
一
方
、
営
業
収
人
と
経
常
利
益
で
は
、
ヤ
マ
ト
運
輸

は
、
日
通
の
三
分
の
一
程
度
で
あ
る
。
た
だ
し
日
通
は
、
営
業
収

入
の
伸
び
は
少
な
い
が
、
経
常
利
益
を
大
き
く
伸
ば
し
て
い
る
。

西
濃
運
輸
と
福
山
通
運
は
、
総
資
産
、
営
業
収
入
と
も
、
ヤ
マ
ト

運
輸
の
五
∫
六
割
程
度
だ
が
、
福
山
通
運
の
経
常
利
益
は
、
ヤ
マ

ト
運
輸
を
越
え
て
い
る
。
西
濃
運
輸
も
デ
ー
タ
が
、
一
一
ヵ
月
分

で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
一
年
間
で
は
も
っ
と
多
い
は
ず
で

あ
る
。
ヤ
マ
ト
運
輸
は
宅
配
便
の
市
場
シ
ェ
ア
で
は
断
然
の
ト
ッ

プ
で
あ
る
が
、
経
常
利
益
か
ら
す
る
と
、
日
通
、
西
濃
運
輸
、
福

山
通
運
に
比
べ
、
小
さ
い
。
四
社
の
経
営
指
標
を
計
算
し
た
の
が
、
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（127）　ヤマト運輸の憎報経営

　表2経営指標
単位：総資産経常利益率，営業収入経常利益率：％，

　　：総資産回転率1回

総資産経常利益率 営業収入経常利益率 総資産回転率

1985年 1989年 1993年 1985年 1989年 1993年 1985年 1989年 1993年

日本通運 4．6 5．2 6，2 2．5 3．0 3．6 1．86 1．72 1．72

ヤマト運輸 4．6 4．8 4．9 3．3 3．3 3．4 1．39 1．48 1．44

西濃運輸 6．3 6．9 3．4 6．0 7．4 3．5 1．05 0．93 1．OO

福山通運 7．O 7．4 8．O 7．2 9．0 7．4 O．97 O．82 1．08

（出所〕「有価証券報告奮総覧」より作成

　　　　　　　表3従業員数と従業員一人あたり経常利益

　　　　　　　　　　　　　　　　単位：従業員1人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　従業員一人あたり経常利益1万円

従業員数 従業員一人あたり経常利益

1985年 1989年 1993年 1985年 1989年 1993年

日本通運 49，885 48，331 52，375 41．1 63．0 96．5

ヤマト運輸 19，371 37，410 48，199 27，6 27．8 34．6

西濃運輸 11，O1O 13，824 15，314 70．9 102．2 58．5

福山通運 10，172 13，218 15．711 79I2 118．O 120．5

　　（出所）「有価証券鞄告奮総覧」より作成

率着這利映収べと五で％収一八経やおヤ山表
は実い益し益’も％あと入九五常低りマ通2
’にで率て性売低前る高経九年利く’ト運で
日向あといす上い後。い常三’益な投運があ
通上る営るなにとでトが利年一率つ入輸八る
がさが業。わ対はあラ’益に九とてさは・。
一せ’収ヤちす言るツ他率は八営いれ四○総
・て日入マ総るえこクので’九業るた・％資
士き通経ト資利なと運三も低年収。資九と産
一ては常運産益いを送社’く時入西本％高経
回いこ利輸経がが考業は福な点経濃にとく常
転るの益は常少’慮界’山つで常運対や’利
土。二率’利な福すの三通ては利輸すや理益
高総つが総益く山る平・運い高益はる低想率
く資の’資率’通く均五がゑか率’利く的で
　　産指ほ産にそ運　が％七　つが総益なでは
ヤ回標ぼ経もれに三二前・営た一資がつあ’
マ転を横常反が比社・後四業が九産やてる福
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一橋論叢　第112巻　第2号　平成6年（1994年）8月号　（128）

　　　表4人件費と人件費率　　　　　　単位：百万円

1985年 1989年 1991年 1992年 1993年

日本通運
314，658（37．8％） 332，314（33．1％） 375，824（31．4％） 386，763（27．1％） 391，458（28．1％）

ヤマト運輸
68，695（42．2％） 140，476（44．2％） 197，192（46．3％） 218，737（51．5％） 253，360（51．9％）

西濃運輸
51，389（39．4％） 69，907（36．6％） 78，820（34．2％） 83，629（34．6％） 85，142（36．0％）

福山通運
48，786（43．3％） 70，420（40．7％） 88，290（40．1％） 96，154（43．5％） 104，020（40．6％）

（出所）「有価証券報告曹総覧」より作成

　　　　　　　表5財務体質の指標
自己資本比率 固定比率 流動比率

1985年 1989年 1993年 1985年 1989年 1993年 1985隼 1989年 1993隼

日本通運 18．3 21．7 23．6 326．8 245．6 229．9 83．9 105．3 107．8

ヤマト運輸 36．4 49，O 42．7 149．2 139．8 179．5 152．3 117．7 83．9

西濃運輸 57．5 58．O 67．9 106．1 86．4 91．6 145．O 219，6 144．1

福山通運 47．9 39．1 60．7 141．8 138．6 119．3 86．6 169．4 102．9

（出所）「有価証券報告醤総覧」より作成

通％資事は表　件率い人運社ト4表　る輸ト
は以本業’的次費は。当輸の運に3次がと運
二上費に収なに率’ヤたの従輸はにに’福輸
三あ率対益財’の五マり増業の’は’福山が
・りですに務財高一ト経加員従人’従山通’
六’はるか体務さ・運常は数業件従業通運一
％ヤ’取か質体で九輸利大が員費業員運は・
でマ西りわの質も％は益幅漸数と員数は低四
あト濃組る指を’に人でで増は人数と若く四
る運運み要標調ヤの件は急傾’件と人干’回
。輸輸方因がベマぼ費’激向大費一件改資転
固はとをで示てトるのヤなで幅率人費善本で
定四福表あさみ運。負マ成あにが当にし活あ
比二山するれよ輸他担ト長る増示たつて用る
率・通もとてうはのが運をのえさりいきのの
’七運のとい0際三大輸表にてれ経てて効に
流％がでもる表立社きはし対いて常見い率対
動で高あ’に。5つにく非てしるい利てるがし
比あくる’財にて比’常い’。る益み。落’
率り’。各務はいべ人にるヤ他。がよ　ち西
を’六自社体’る’件小。マのヤ’う　て濃
み日○己の質代。人費さ一ト三マ表。　い運
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　348



（129），ヤマト運輸の惰報経営

単位：億円表6設備投資額

1989年 1990年 1991隼 1992年 1993年

日本通運 425 475 723 754 775

ヤマト運輸 406 427 493 441 461

西濃運輸 159 142 137 322 155

福山通運 181 236 274 257 251

（出所）「有価証券報告曾総覧」上り作成

て
も
、
西
濃
運
輸
は
き
わ
め
て

優
秀
で
あ
り
、
理
想
的
で
あ
る
。

福
山
通
運
も
、
固
定
比
率
を
改

善
し
て
き
て
お
り
、
比
較
的
良

好
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
日

通
と
ヤ
マ
ト
運
輸
の
固
定
比
率

は
過
大
で
あ
り
、
設
備
投
資
が

過
大
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
し
か
も
、
日
通
と
ヤ
マ
ト

運
輸
は
固
定
比
率
を
次
第
に
増

加
さ
せ
て
き
て
い
る
。
日
通
は
、

流
動
比
率
を
改
善
し
て
き
て
い

る
が
、
ヤ
マ
ト
運
輸
は
流
動
比

率
を
、
年
々
減
少
さ
せ
悪
化
さ

せ
て
き
て
お
り
、
資
金
繰
り
状
態
も
苦
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

表
6
に
示
す
よ
う
に
、
宅
配
便
各
社
は
、
年
々
多
額
の
設
備
投
資

を
し
て
き
て
い
る
。
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設
を
は
じ
め
、

車
両
、
情
報
化
投
資
、
高
速
自
動
仕
分
け
機
の
導
入
な
ど
、
宅
配

便
各
社
は
、
多
額
の
設
備
投
資
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
目

通
と
ヤ
マ
ト
運
輸
は
、
積
極
的
に
多
額
の
設
備
投
資
を
行
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
が
固
定
比
率
の
増
大
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
。

　
設
備
投
資
が
多
額
に
な
る
理
由
と
し
て
、
情
報
化
投
資
の
増
加

が
あ
げ
ら
れ
る
。
ヤ
マ
ト
運
輸
で
は
、
「
情
報
化
投
資
は
、
コ
ス

ト
的
に
有
効
で
あ
り
、
情
報
化
投
資
の
効
果
は
現
わ
れ
て
き
て
お

り
、
今
後
情
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
効
果
は

　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
。
」
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
ヤ
マ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
似
）

運
輸
の
成
功
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
貨
物
追
跡
シ
ス
テ
ム
も
八

○
年
に
稼
働
し
た
当
初
は
、
ヤ
マ
ト
独
特
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
顧

客
の
好
評
を
得
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
各
社
が
同
様
の
シ
ス
テ

ム
で
追
随
し
た
結
果
、
今
で
は
「
あ
っ
て
当
た
り
前
の
シ
ス
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

ム
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ヤ
マ
ト
運
輸
の
関
田
隆
取
締
役
改
善

部
長
は
「
う
ち
が
何
か
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
作
る
と
他
社
が
す
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

に
追
い
か
け
て
く
る
。
な
か
な
か
差
を
つ
け
ら
れ
な
い
ね
」
と
語

る
。

む
す
び

　
ヤ
マ
ト
運
輸
は
、
情
報
経
営
で
最
先
端
を
い
く
企
業
で
あ
る
。

同
社
は
日
本
で
最
大
規
模
の
情
報
ネ
ソ
ト
ワ
ー
ク
を
所
有
し
、
最

新
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
備
え
、
最
新
の
情
報
機
器
を
駆
使
し
、
多

く
の
点
に
お
い
て
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
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橋論叢第112巻第2号平成6年（1994年）8月号（130〕

　
宅
配
便
業
界
は
、
す
で
に
S
I
S
（
戦
略
的
情
報
シ
ス
テ
ム
）

競
争
に
突
入
し
た
。
S
I
S
は
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
も
、

す
ぐ
に
他
社
が
同
様
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
追
随
す
る
。
し
た

が
っ
て
S
I
S
で
長
期
間
競
争
優
位
を
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

し
か
し
S
I
S
を
導
入
し
な
け
れ
ぱ
、
他
社
に
遅
れ
を
と
り
業
績

格
差
は
拡
大
し
、
倒
産
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
S
I
S
は
、
よ
り
良
い
顧
客
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
。
宅
配
便

の
迅
速
性
・
確
実
性
・
利
便
性
も
「
貨
物
追
跡
シ
ス
テ
ム
」
を
は

じ
め
と
す
る
S
I
S
の
成
果
で
あ
る
。
企
業
に
と
っ
て
も
、
S
I

S
は
大
幅
な
合
理
化
・
人
件
費
削
減
と
と
も
に
、
市
場
創
造
な
ど

増
力
化
の
効
果
が
あ
り
、
競
争
優
位
を
実
現
す
る
。
S
I
S
は
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
S
I
S
は
多
額
の

投
資
を
必
要
と
し
、
リ
ス
ク
も
伴
う
。
特
に
S
I
S
競
争
が
激
化

し
て
く
る
と
企
業
の
負
担
は
大
き
い
。
そ
れ
が
ヤ
マ
ト
運
輸
の
場

合
に
も
、
財
務
体
質
の
悪
化
と
し
て
表
わ
れ
て
お
り
、
ひ
い
て
は

商
品
の
価
格
上
昇
に
結
ぴ
つ
く
こ
と
に
な
る
。

　
ヤ
マ
ト
運
輸
は
、
宅
配
便
市
場
に
お
い
て
圧
倒
的
な
強
さ
を
誇

っ
て
い
る
。
し
か
し
経
営
を
分
析
し
て
み
る
と
、
ヤ
マ
ト
運
輸
の

経
営
状
態
は
け
し
て
楽
で
は
な
い
。
売
上
高
の
八
二
．
九
％
を
労

働
集
約
型
の
宅
配
便
に
依
存
す
る
た
め
、
人
件
費
が
か
さ
み
、
人

件
費
率
は
、
売
上
高
の
五
一
・
九
％
に
お
よ
ぶ
。
社
員
一
人
当
た

り
経
常
利
益
は
、
三
四
・
六
万
円
と
低
い
。
ま
た
、
固
定
比
率
は
、

一
七
九
・
五
と
高
く
、
流
動
比
率
は
、
八
三
・
九
と
低
い
。
こ
れ

ら
の
経
営
デ
ー
タ
は
、
日
本
通
運
、
西
濃
運
輸
、
福
山
通
運
と
比

較
し
て
も
格
段
に
悪
く
な
っ
て
い
る
。
ヤ
マ
ト
運
輸
は
革
新
的
な

企
業
で
あ
り
、
積
極
的
に
巨
額
の
設
備
投
資
を
し
て
き
て
い
る
。

一
九
八
九
年
以
降
、
毎
年
の
設
備
投
資
額
は
四
〇
〇
億
円
を
超
え

て
い
る
。
宅
配
便
事
業
は
、
装
置
産
業
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て

お
り
、
そ
れ
が
ヤ
マ
ト
運
輸
の
強
み
と
も
な
っ
て
い
る
が
、
過
大

な
設
備
投
資
を
抱
え
、
資
金
繰
り
状
態
は
悪
化
し
て
い
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
宅
配
便
市
場
で
は
、
一
時
は
四
〇
社
近
い
企

業
が
参
入
し
て
し
の
ぎ
を
削
っ
た
が
、
ヤ
マ
ト
運
輸
と
日
通
の
上

位
二
社
に
よ
る
寡
占
化
が
進
み
、
平
成
三
年
度
に
は
こ
の
二
社
で

七
〇
・
七
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。
結
局
、
多
額
の
設
備
投

資
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
大
企
業
だ
け
が
生
き
残
り
、
中
小
企
業

は
敗
退
し
、
大
企
業
に
よ
る
寡
占
も
し
く
は
独
占
が
進
む
と
い
う

資
本
主
義
の
性
格
が
、
宅
配
便
業
界
に
も
顕
著
に
現
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
ヤ
マ
ト
運
輸
に
と
っ
て
も
儲
け
は
少
な
く
、
宅
急
便
一
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
）

当
た
り
の
利
益
は
単
純
計
算
し
て
二
〇
五
二
〇
円
に
す
ぎ
な
い
。

　
当
初
、
役
員
の
ほ
ぼ
全
員
が
反
対
し
た
宅
急
便
と
い
う
新
事
業
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が
、
大
ヒ
ッ
ト
し
、
経
済
活
動
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
も
変
化
さ

せ
る
ほ
ど
の
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
に
お
け
る
創
造
性
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。
既
存
の
思

考
様
式
を
打
破
し
、
新
商
晶
を
開
発
し
た
り
、
新
事
業
・
新
技
術

を
導
入
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
場
合
社
内
外
の
抵
抗
を
伴
う
。

新
商
品
が
革
新
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
抵
抗
は
大
き
い
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
革
新
的
な
新
商
晶
を
実
現
で
き
た
の
は
、
小
倉

昌
男
氏
と
い
う
カ
リ
ス
マ
的
社
長
の
意
志
決
定
で
あ
っ
た
か
ら
と

圭
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
一
時
は
相
談
役
に
退
い
て
い
た
小
倉
氏
が
、

一
九
九
三
年
六
月
に
再
び
会
長
に
復
帰
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
小

倉
会
長
は
、
「
大
企
業
病
が
か
な
り
進
ん
で
い
る
う
え
、
人
件
費

負
担
が
大
き
く
な
り
、
利
益
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
改

善
し
な
い
と
経
営
基
盤
が
揺
ら
ぐ
。
第
一
線
に
舞
い
戻
っ
た
の
は
、

会
社
と
し
て
も
個
人
と
し
て
も
極
め
て
体
裁
が
悪
い
と
思
う
。
だ

が
、
調
整
型
の
ト
ツ
プ
で
は
な
く
、
多
少
乱
暴
な
決
断
で
も
実
行

に
移
せ
る
ワ
ン
マ
ン
と
し
て
、
今
ま
で
の
組
織
、
制
度
を
思
い
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
柵
）

っ
て
ぷ
ち
壊
す
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
」
と
語
る
。
本
社
組
織

の
改
編
な
ど
「
経
営
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
」
も
始
ま
っ
て
い
る
。

今
後
の
ヤ
マ
ト
運
輸
が
、
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
る
。

　
（
1
）
　
既
に
戦
略
的
情
報
シ
ス
テ
ム
と
情
報
化
経
営
に
つ
い
て
は
、
拙

　
稿
「
戦
略
的
情
報
シ
ス
テ
ム
と
憎
報
化
経
営
」
『
情
報
ネ
ツ
ト
ワ
ー

　
　
ク
社
会
論
』
（
松
石
勝
彦
編
著
、
青
木
書
店
、
一
九
九
四
年
、
第
六

．
　
章
）
に
お
い
て
概
説
し
た
。
本
稿
は
、
そ
の
事
例
研
究
で
あ
る
。

（
2
）
　
倉
石
俊
『
こ
れ
が
ク
ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
だ
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、

　
　
一
九
八
九
年
、
五
一
－
五
二
頁
。

（
3
）
　
『
ヤ
マ
ト
運
輸
七
〇
年
史
』
七
一
｛
七
二
頁
。

（
4
）
　
宅
急
便
は
当
初
、
一
般
の
個
人
消
費
者
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、

　
「
宅
急
便
も
そ
の
総
扱
い
量
を
増
や
す
に
つ
れ
法
人
需
要
の
割
合
が

　
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
現
在
で
は
郵
便
小
包
を
除
い
た
場
合
、
宅
配

　
便
扱
い
量
の
八
O
％
は
法
人
か
ら
生
ま
れ
る
荷
物
だ
と
い
わ
れ
て
い

　
る
。
」
中
田
信
哉
「
宅
配
便
市
場
と
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

　
神
奈
川
大
学
『
商
経
論
叢
』
第
2
9
巻
2
号
、
一
九
九
三
年
二
一
月
、

　
　
一
四
三
頁
。

（
5
）
　
米
国
の
航
空
貨
物
会
社
フ
ェ
デ
ラ
ル
エ
ク
ス
プ
レ
ス
社
は
、
全

　
米
に
お
い
て
「
翌
朝
配
送
シ
ス
テ
ム
」
を
実
現
さ
せ
急
成
長
し
た
。

　
同
社
は
一
九
八
二
年
に
U
P
S
の
市
場
参
入
に
対
抗
し
て
、
そ
れ
ま

　
で
の
正
午
配
達
を
一
〇
時
三
〇
分
に
繰
り
上
げ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

　
よ
り
六
〇
秒
以
上
遅
れ
た
場
合
は
、
料
金
の
払
い
戻
し
に
応
ず
る
こ

　
と
に
な
っ
て
い
る
。
（
ヵ
o
σ
昌
艸
キ
o
o
尉
斗
o
o
9
』
ぎ
o
ぎ
膏
宮
き
g
－

　
き
雨
§
o
§
§
猪
ミ
ト
ω
↓
、
－
E
斤
o
、
餉
軍
鶉
ω
L
o
o
o
印
上
之
郷
利
昭
訳

　
『
空
飛
ぶ
宅
配
便
フ
ェ
デ
ラ
ル
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
T
B
C
ブ
リ
タ
ニ

　
カ
、
一
九
八
六
年
、
三
六
貢
）

（
6
）
　
『
ヤ
マ
ト
運
輸
七
〇
年
史
』
七
二
壬
七
三
頁
。

（
7
）
　
同
上
書
、
七
三
壬
七
四
頁
。

（
8
）
　
『
運
輸
経
済
統
計
要
覧
』
平
成
四
年
版
、
三
四
頁
。
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（
9
）
　
ヤ
マ
ト
運
輸
資
料
に
よ
る
。

（
1
0
）
　
ク
ラ
ス
タ
と
は
、
汎
用
コ
ン
ピ
ェ
ー
タ
の
一
種
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
『
日
経
情
報
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
』
一
九
九
三
年
七
月
号
、
七
九
頁
。

（
1
2
）
　
前
掲
『
こ
れ
が
ク
ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
だ
』
六
四
壬
六
六
頁
。

（
1
3
）
　
ヤ
マ
ト
運
輸
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
。

（
1
4
）
　
ヤ
マ
ト
運
輸
資
料
に
よ
る
。

（
1
5
）
　
米
国
の
フ
ニ
ァ
ラ
ル
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
社
で
は
、
各
地
で
集
荷

　
さ
れ
た
荷
物
は
、
夜
の
う
ち
に
た
っ
た
一
ヵ
所
の
中
央
仕
分
け
地
．

　
メ
ン
フ
ィ
ス
に
空
輸
さ
れ
、
目
的
地
別
に
仕
分
け
さ
れ
稽
み
替
え
ら

　
れ
た
の
ち
、
最
終
目
的
地
に
空
輸
さ
れ
る
。
飛
行
機
の
航
空
ル
ー
ト

　
は
メ
ン
フ
ィ
ス
を
中
心
と
し
て
放
射
線
状
に
全
米
に
広
が
っ
て
い
る
。

　
（
前
掲
『
空
飛
ぷ
宅
配
便
フ
ニ
ァ
ラ
ル
ェ
ク
ス
プ
レ
ス
』
三
四
頁
、

　
六
四
頁
）

（
1
6
）
　
ヤ
マ
ト
運
輸
で
、
新
東
京
ぺ
ー
ス
に
あ
る
高
速
自
動
仕
分
け
機

　
は
、
一
時
間
当
た
り
二
万
個
の
処
理
能
力
を
持
っ
て
い
る
。

（
1
7
）
　
M
C
A
無
線
は
、
免
許
の
取
得
が
容
易
な
う
え
、
混
信
が
な
く

　
盗
聴
さ
れ
に
く
い
な
ど
の
利
点
が
あ
る
た
め
、
ト
ラ
ツ
ク
運
送
業
者

　
に
普
及
し
て
い
る
。
ヤ
マ
ト
運
輸
で
は
、
一
九
七
二
年
二
月
に
、

　
M
C
A
無
線
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

『
ヤ
マ
ト
運
輸
七
〇
年
史
』
一
七
六
－
一
七
七
頁
。

ヤ
マ
ト
運
輸
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
。

『
ヤ
マ
ト
運
輸
七
〇
年
史
』
一
七
七
頁
。

同
上
書
、
ニ
ハ
七
玉
ニ
ハ
八
頁
。

『
コ
ン
ピ
ュ
ー
ト
ピ
ア
』
一
九
九
三
年
九
月
号
、
四
八
頁
。

『
ヤ
マ
ト
運
輸
七
〇
年
史
』
一
六
八
頁
。

（
泌
）
　
同
上
書
、
ニ
ハ
九
頁
。

（
2
5
）
　
同
上
書
、
一
七
一
頁
。

（
2
6
）
　
同
上
書
、
一
七
四
壬
一
七
五
、
一
六
五
頁
。

（
2
7
）
　
『
日
経
情
報
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
』
一
九
九
三
年
七
月
号
、
七
四
頁
。

（
2
8
）
　
同
上
書
、
七
六
頁
。

（
2
9
）
　
同
上
書
、
七
六
王
七
八
頁
。

（
3
0
）
　
同
上
書
、
七
八
－
七
九
頁
。

（
3
1
）
　
同
上
書
、
八
O
壬
八
一
頁
。

（
3
2
）
　
ヤ
マ
ト
運
輸
本
社
広
報
課
に
お
け
る
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
。

（
3
3
）
　
宅
配
便
業
界
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
舘
沢
貢
次
『
宅
配
便
の
ウ

　
ラ
の
裏
が
わ
か
る
本
』
ぴ
い
ぷ
る
社
、
一
九
八
七
年
、
参
照
。

（
糾
）
　
『
通
信
白
書
』
平
成
五
年
版
、
四
八
九
頁
を
も
と
に
計
算
。

（
3
5
）
　
ヤ
マ
ト
運
輸
資
料
に
よ
る
。

（
3
6
）
　
『
日
本
経
済
新
闘
』
一
九
九
四
年
三
月
一
〇
日
付
。

（
3
7
）
　
『
有
価
証
券
報
告
書
総
覧
』
に
よ
る
。

（
3
8
）
　
ヤ
マ
ト
運
輸
資
料
に
よ
る
。

（
3
9
）
　
ヤ
マ
ト
運
輸
本
社
広
報
課
に
お
け
る
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
。

（
4
0
）
　
宅
配
便
企
業
の
事
業
比
較
に
つ
い
て
は
、
梅
沢
正
太
郎
．
四
条

　
亨
・
原
誠
『
ゆ
う
パ
ヅ
ク
・
宅
配
便
と
流
通
革
命
』
白
桃
書
房
、

　
九
九
一
年
、
一
七
五
玉
二
一
五
頁
、
斎
藤
実
『
宅
配
便
　
　
現
代
輸

　
送
の
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
1
』
成
山
堂
書
店
、
一
九
九
一
年
、
三
八
壬

　
六
九
頁
、
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

（
4
1
）
　
『
通
信
白
書
』
平
成
五
年
版
、
四
八
九
頁
を
も
と
に
計
算
。

（
4
2
）
　
『
有
価
証
券
報
告
書
総
覧
』
に
よ
る
。

（
4
3
）
　
ヤ
マ
ト
運
輸
本
社
広
報
課
に
お
け
る
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
。
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（
4
4
）
　
日
通
の
貨
物
追
跡
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
『
別
冊
コ
ン
ピ
ェ

　
ー
ト
ピ
ア
」
一
九
九
二
年
九
月
号
別
冊
、
一
二
四
壬
二
一
七
頁
、
参

　
照
。
（
妨
）
　
『
日
経
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
』
一
九
八
九
年
一
〇
月
九
日
号
、
八
二

　
頁
。

（
4
6
）
　
同
上
書
、
八
五
頁
。

（
4
7
）
　
『
日
経
ピ
ジ
ネ
ス
』
一
九
九
三
年
八
月
九
日
号
、
三
七
頁
。

（
4
8
）
　
同
上
書
、
三
六
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）

（133）　ヤマト運輸の情報経営
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